
 
平成28年10月1日から 

生鮮食品にも “栄養成分に関する表示をする場合”は、 
パッケージごとに、定められたルールに従った 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年 4月にスタートした食品表示法により、生鮮食品のパッケージ（容器包装）に栄養

成分に関する表示をする場合には、加工食品と同様の栄養成分表示をしなければならないことに

なりました。 

移行期間は平成 28年 9月 30日までです。それ以降に左下の【例１・２】にあるような表示

をする場合には、パッケージごとに右下の【新表示例１・２】のような定められたルールに従っ

た栄養成分表示をしなければなりません。（従わない場合は、食品表示法違反となります。） 

食品関連事業者の皆様へ 

が必要になります！ 

【例１】みかん 

栄養成分表示に関するお問合せは、所管の保健所へ（裏面参照） 

食品の表示に関する詳しい資料はこちら（東京都 食品衛生の窓） 

 
ＤＨＡ     870mg 

カルシウム 74mg     

栄養成分表示 

 
熱量     23kcal 

たんぱく質   0.4g 

脂質          0.1g 

炭水化物    6.0g 

食塩相当量   0.0g 

ビタミンＣ   16㎎ 

 
みかんはビタミンＣを 
豊富に含む果物です！ 

栄養成分表示 

 
熱量    169kcal 

たんぱく質  19.2g 

脂質         9.2g 

炭水化物   0.2g 

食塩相当量  0.2g 

カルシウム   74㎎ 

ＤＨＡ      870㎎ 

【例２】まいわし 

【新表示例１】みかん 

【新表示例２】まいわし 

今までの表示例 

生鮮食品のパッケージに 
こんな表示をしていたら… 

平成 28 年 10 月 1 日からの表示例 

ルールに従った栄養成分表示が必要になります！ 
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